
 

                          PRESS RELEASE 
２０２３年７月７日 

 

報道機関 各位 

 

長崎大学次期学長候補者の決定について 

 

 

令和５年７月６日開催の学長選考・監察会議において，別紙のとおり次期学長候補者（任

期：令和５年１０月１日から令和９年９月３０日まで）を決定しましたので，選考理由及び

選考過程とともにお知らせします。 

なお，次期学長候補者の抱負については別紙のとおりですが，詳細なコメントや個別の取

材につきましては１０月４日の定例記者会見以降に対応いたします。 

 

添付書面 

・次期学長候補者の決定について 

・次期学長候補者略歴 

・次期学長候補者顔写真 

・次期学長候補者抱負 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

 長崎大学管理運営部管理課 柳川 TEL：095-819-2053 
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次期学長候補者の決定について 

 

 

令 和 ５ 年 ７ 月 ７ 日 

長崎大学学長選考・監察会議 

 

 

令和５年７月６日開催の学長選考・監察会議において，下記のとおり学長候補者を決定し

ましたので，選考理由及び選考過程とともにお知らせします。 

 

 

記 

 

 

１ 学長候補者の氏名 

  永安  武（年齢６１歳 現職名 長崎大学理事（研究・社会連携・戦略企画担当）） 

 

 ２ 任期 

令和５年１０月１日から令和９年９月３０日まで（４年） 

※１回に限り再任される場合があり，その際の再任後の任期は２年 

 

３ 選考理由 

   学長選考・監察会議は，このたびの学長候補者選考に当たり，「求める学長像」の内

容を踏まえ，同候補者から提示された所信表明書，質問書に対する回答書及び所信説明

の動画並びに同候補者に対する面接を基に，これまで厳正に審議してきました。 

   その結果，永安 武氏は，「求める学長像」の内容すべてに合致することを確認いた

しました。特に，長崎大学の将来像や今後の改革の方向性において，「未来を切り拓く，

学びと研究の融合」として具体的で明確なビジョンや戦略が示されており，これまでに

築いてきた改革を踏まえながら，長崎大学の更なる発展が期待されることから，本会議

としては，満場一致で学長候補者に適任であるという結論に達しました。 
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４ 選考過程 

  ○ 令和５年３月２８日（火） 

・ 学長選考・監察会議において，「求める学長像」及び選考日程を決定し，学内

外に公表した。 

・ 学長選考・監察会議から学内構成員及び経営協議会学外委員に対して，第１次

学長候補適任者の推薦を依頼した。 

  ○ 令和５年４月１７日（月） 

    学長選考・監察会議において，学内構成員から第１次学長候補適任者として推薦の

あった次の者について，推薦書類に基づいて学長としての適性を審査し，第２次学長

候補適任者として選出した。 

    ＜第２次学長候補適任者の氏名・現職名＞ 

永安  武 長崎大学理事（研究・社会連携・戦略企画担当） 

  ○ 令和５年５月２５日（木） 

    学長選考・監察会議から第２次学長候補適任者に対して，質問書を交付した。 

  ○ 令和５年６月２２日（木） 

    第２次学長候補適任者の所信説明の動画を学内に公開するとともに，学長選考・

監察会議からの質問書に対する回答書を学内外に公表した。 

  ○ 令和５年７月６日（木） 

    学長選考・監察会議において，第２次学長候補適任者に対して面接を実施し，学

長候補者を決定した。 

 

 

以 上 

 



 

                  略    歴 

 

 

 

 

ながやす      たけし 

永  安     武 

昭和３７年 ５月２３日生 

 

出 身 地    長 崎 県 

 

昭和６２． ３    長崎大学医学部卒業 

平成 ８． ３    同   大学院医学研究科博士課程修了 

同  ８． ３    医学博士（長崎大学） 

 

同  ８． ４      長崎大学医学部助手 

同 １５． ７      同   大学院医歯薬学総合研究科教授 

同 ２９． ４      国立大学法人長崎大学医学部長 

令和 元．１０      同         理事（現在に至る） 

 



次期学長候補者抱負 

 

私は、長崎大学の教育力と研究力を融合し、学生の可能性を広げ、プラネタリーヘルス

に貢献する大学を目指します。 

コロナパンデミック、ウクライナ侵攻など政治的・社会的に急激な変化や不確実な状況

が常態化している時代の中で、変化に対応し、適応性の高い人材育成と研究開発を行うた

めには、地域とグローバルの2つの視点を持った柔軟なアプローチが不可欠です。 

そのために、長崎県の地域特性や文化を理解し、地域の課題解決に貢献するとともに、

異なる文化や価値観を理解し、受け入れることができる洞察力に富んだ人材育成を行いま

す。また、長崎大学の持つ研究力を活かし、産学官連携を進めることで新たな産業の創出

や地域経済の発展に資するとともに、国際的な課題解決に取り組んで参ります。 

「未来を切り拓く、学びと研究の融合」の実現のために、①自由でかつ多様な教育、②

産学官共創イノベーション、③学際的な組織改革、④多様な人材を受け入れる柔軟な体制

への転換、⑤世界を学び、世界をつなぐ国際ネットワークの構築、の５つの施策を掲げ、

積極的に推進して参ります。 

 

 

2023年7月7日       

国立大学法人長崎大学 

理事 永安 武 

 


